
【座間市のお知らせ】№776
平成19年 
（2007年） 1.15

広報 
市 の 人 口●127,634人（－578人） 
　　　　　　男65,367人　女62,267人 
市の世帯数●51,833世帯（－29世帯） 
平成18年12月１日現在（　）は前年同月との増減 

●コミュニティバスに新路線運行開始（2面） 
●みんなの健康（3面） 
●防犯パトロールで安全安心なまちづくりを（4面） 
●ざまインフォメーション（5面） 
●（仮称）北地区児童ホーム 
　 保育業務委託NPO法人募集（6面） 

古紙配合率100%再生 
紙を使用しています 

Trademark American Soybean Association 

大豆油インクを使用しています 

市では、昭和56年５月31日以前に建築された（同年６月１日以降に増改
築されたものを除く）木造住宅を対象に無料耐震相談を実施します。
○と　き　２月17日（土）午前９時30分～午後３時30分
○ところ　東地区文化センター１階ホール
○相談員　神奈川県建築士事務所協会座間支部会員
○定　員　14人（先着順・時間予約制）
○相談時間　約45分
○持ち物　確認申請などの図面（略図でも可）、建物状況が分かる写真な
ど、受付後に市から送付された書類

○申込方法　１月15日（月）から31日（水）までに電話で担当へ
※次回の相談は、５月26日（土）にハーモニーホール座間（市民文化会館）

で予定しています。なお、
市では建物の耐震診断につ
いて、電話や訪問などによ
る個別の勧誘はしていませ
ん。
※「木造住宅の簡易診断・
耐震診断・耐震改修工事の
費用の一部を補助する制度」
を開始しました。また、住
宅耐震改修をした場合、「所
得税額の特別控除」および
「固定資産税額の減額措置」
の制度があります。詳しくは、市ホームページ「防災（地震への備えなど）」
「木造住宅無料耐震相談・誰でもできるわが家の耐震診断」をご覧いただ
くか、担当にお問い合わせください。
担当 建築・住宅課　�046（252）7396 �046（255）3550

平
成
七
年
一
月
十
七
日
に
発
生
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
建
物
の
崩
壊
や
火
災

の
発
生
に
よ
り
、
六
千
四
百
人
を
超
え
る
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
た
ほ
か
、
水
道
、
ガ
ス
、

電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
、
医
療
機
関
、
交
通
機
関
な
ど
の
都
市
機
能
全
体
に
甚
大

な
被
害
と
混
乱
が
生
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
震
災
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
住
民
の
自

発
的
な
防
災
活
動
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
一
月
十
五
日
か
ら
二
十
一
日
ま
で
は
、
防
災
意
識
の
高
揚
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
普
及
啓
発
の
た
め
に
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
家
庭
や
地
域
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
み
て

く
だ
さ
い
。
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１月15日から21日までは
「防災とボランティア週間」
です。同週間に合わせて１
月15日（月）から19日（金）
まで、市役所１階市民ホー
ルにおいて、防災資機材お
よび消防資機材や、災害写

真のパネルを展示します。ご来庁の際は、ぜひ
お立ち寄りください。
担当 安全対策課

�046（252）7395 �046（252）7773

災害時の女性問題や女性ニーズなど女性の視
点で防災を考える講座と、働きたいけど最初の
一歩が踏み出せないお母さんのための講座を開
催します。皆さん奮ってご参加ください。
○と　き　①２月８日（木）午後１時30分～３
時30分②16日（金）午前10時～正午（全２回）

○ところ　ハーモニーホール座間（市民文化会
館）大会議室　

○内　容　①「女性の視点で防災を考える」②
「しなやかワーキングマザー入門」をテーマと
した講座

○講　師　①危機管理対策アドバイザー　国崎
信江さん　②セレジョブ・ライフキャリア研
究所代表　弓ちひろさん

○対　象　どなたでも（なるべく両方を受講で
きる方）

○定　員　60人（先着順）
○保　育　あり（原則１歳以上、１月26日（金）
までに要予約。おやつ代100円）

○申込方法　1月31日（水）までに直接または電
話かファクスで担当へ

担当 市民人権課
�046（252）8483 �046（255）3550

昭和24年１月26日、世界的な至宝である
日本最古の壁画が描かれた「法隆寺金堂」
が消失してしまいました。そこで、１月26
日を「文化財防火デー」と定め、二度と火
災などで貴重な文化財を失うことがないよ
うに、文化財防火運動が全国的に展開され
ています。
市内にも、国指定重要文化財として星谷寺（入谷３丁目）の境内に嘉禄三年紀梵

鐘が、市指定重要文化財では、鈴木家鍛
か

冶
じ

文書４通（座間１丁目）など歴史的に重
要な資料などが市内各所で保管されています。
貴重な文化財を火災から守り、後世に伝えていくことはわたしたちの責務です。

空気が乾燥し火災が起こりやすいこの季節、文化財の所有者や管理者はもちろん、
周辺にお住まいの皆さんも、火の取り扱いには十分注意しましょう。
担当 消防本部予防課　�046（256）2213 �046（256）2215

▲星谷寺にある嘉
か

禄
ろく

三
さん

年
ねん

紀
き

梵
ぼん

鐘
しょう

▲新潟県中越地震で倒壊しかけた家屋

日ごろからの備えを万全に！ 
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万が一のときは、 
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行動するのよ 
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ん
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こ
れ
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だ
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昭
和
五
十
五
年
こ
ろ
の
ピ

ー
ク
時
に
は
、
全
国
で
約
三

百
万
人
を
数
え
た
そ
ろ
ば
ん

人
口
。
と
こ
ろ
が
、
以
後
は

下
降
線
を
た
ど
り
�
冬
の
時

代
�
に
突
入
し
て
い
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
か
つ
て
は
�
読

み
、
書
き
、
そ
ろ
ば
ん
�
と

そ
ろ
ば
ん
復
活

い
わ
れ
た
教
育
の
基
本
が
崩

れ
た
感
じ
に
な
っ
た
。

だ
が
、
最
近
は
全
国
の
教

育
現
場
で
そ
ろ
ば
ん
の
再
評

価
が
進
み
、
小
学
校
の
授
業

に
取
り
入
れ
る
と
こ
ろ
が
増

え
て
き
た
。そ
れ
に
つ
れ
て
、

検
定
試
験
を
受
け
る
人
も
多

く
な
っ
て
い
る
。

五
十
年
以
上
も
子
ど
も
に

そ
ろ
ば
ん
を
教
え
て
い
る

「
相
武
台
珠
算
研
究
会
」
の

大
塚
節
子
会
長
は
、
そ
の
推

移
を
こ
う
話
す
。「
以
前
は

四
カ
所
で
三
百
人
ほ
ど
の
生

徒
を
教
え
て
い
た
け
ど
、
計

算
機
や
パ
ソ
コ
ン
に
押
さ
れ

て
だ
ん
だ
ん
減
っ
て
い
っ

ご破算で願いましては

キャンプ座間 

かにが沢公園 

相武台下駅 

県立座間谷戸山公園 

入谷駅 

座間駅 

相武台前駅 

座間中学校前 

体育館前 

富士山公園前 

青少年センター前 

谷戸山公園南口 
星谷観音前 

座間駅入口 

桜田住宅入口 

座間警察署裏 

公民館前 

座間公園下 

中宿 

鳩川児童館東 
中河原公民館前 

西中学校前 

新河原宿 

入谷駅西口 

座間四ツ谷 
コミュニティ 
センター入口 

ちぐさ保育園前（降車） 

ちぐさ保育園前（乗車） 

座間市役所 座間市役所 

地域の皆さんに親しまれるように、市
の伝統行事「座間の大凧」を停留所
のデザインに取り入れました。 

「
座
間
・
新
田
宿
・
四
ツ
谷
コ
ー
ス
」 

「
入
谷
コ
ー
ス
」
の 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
専
用
停
留
所 

座間・新田宿 
・四ツ谷コース 

入谷コース 

座間市役所 
座間中学校前 
体育館前 
富士山公園前 
座間公園下 
中宿 
鳩川児童館東 
中河原公民館前 
西中学校前 
新河原宿 
入谷駅西口 
座間四ツ谷 
コミュニティセンター入口 
ちぐさ保育園前 

9：00 
9：02 
9：06 
9：07 
9：09 
9：10 
9：11 
9：13 
9：16 
9：17 
9：21 
9：23 
9：24 
9：25

11：00 
11：02 
11：06 
11：07 
11：09 
11：10 
11：11 
11：13 
11：16 
11：17 
11：21 
11：23 
11：24 
11：25

14：00 
14：02 
14：06 
14：07 
14：09 
14：10 
14：11 
14：13 
14：16 
14：17 
14：21 
14：23 
14：24 
14：25

16：00 
16：02 
16：06 
16：07 
16：09 
16：10 
16：11 
16：13 
16：16 
16：17 
16：21 
16：23 
16：24 
16：25

発着時間 バス停名 
ちぐさ保育園前行 

ちぐさ保育園前 
コミュニティセンター入口 
座間四ツ谷 
入谷駅西口 
新河原宿 
西中学校前 
中河原公民館前 
鳩川児童館東 
中宿 
座間公園下 
富士山公園前 
体育館前 
座間中学校前 
座間市役所 

9：30 
9：31 
9：32 
9：34 
9：37 
9：39 
9：42 
9：44 
9：46 
9：47 
9：49 
9：50 
9：54 
9：55

11：30 
11：31 
11：32 
11：34 
11：37 
11：39 
11：42 
11：44 
11：46 
11：47 
11：49 
11：50 
11：54 
11：55

14：30 
14：31 
14：32 
14：34 
14：37 
14：39 
14：42 
14：44 
14：46 
14：47 
14：49 
14：50 
14：54 
14：55

16：30 
16：31 
16：32 
16：34 
16：37 
16：39 
16：42 
16：44 
16：46 
16：47 
16：49 
16：50 
16：54 
16：55

発着時間 バス停名 
座間市役所行 

座間市役所 
青少年センター前 
谷戸山公園南口 
星谷観音前 
座間駅入口 
桜田住宅入口 
座間警察署裏 
公民館前 

10：05 
10：08 
10：10 
10：15 
10：16 
10：18 
10：20 
10：23

13：05 
13：08 
13：10 
13：15 
13：16 
13：18 
13：20 
13：23

15：05 
15：08 
15：10 
15：15 
15：16 
15：18 
15：20 
15：23

17：05 
17：08 
17：10 
17：15 
17：16 
17：18 
17：20 
17：23

発着時間 バス停名 
公民館前行 

公民館前 
座間警察署裏 
桜田住宅入口 
座間駅入口 
星谷観音前 
谷戸山公園南口 
青少年センター前 
座間市役所 

8：30 
8：33 
8：34 
8：37 
8：39 
8：43 
8：47 
8：50

10：30 
10：33 
10：34 
10：37 
10：39 
10：43 
10：47 
10：50

13：30 
13：33 
13：34 
13：37 
13：39 
13：43 
13：47 
13：50

15：30 
15：33 
15：34 
15：37 
15：39 
15：43 
15：47 
15：50

発着時間 バス停名 
座間市役所行 

座間・新田宿・四ツ谷コース 

コミュニティバス時刻表 コミュニティバス時刻表 

入谷コース 
た
。
で
も
、
昨
年
あ
た
り
か

ら
復
活
気
配
が
み
ら
れ
ま

す
」
と
。

同
研
究
会
で
は
、
子
ど
も

に
い
き
な
り
そ
ろ
ば
ん
を
持

た
す
よ
う
な
こ
と
は
せ
ず
、

ま
ず
数
字
を
書
か
せ
る
こ
と

か
ら
始
め
る
。「
数
字
と
は

一
生
か
か
わ
っ
て
い
く
も
の

だ
か
ら
」
と
大
塚
会
長
。
ま

た
、「
小
さ
い
と
き
か
ら
基

本
的
な
も
の
を
し
つ
け
て
い

く
必
要
が
あ
る
」
と
の
考
え

か
ら
、
鉛
筆
や
は
し
の
持
ち

方
な
ど
も
教
え
る
。
そ
し
て

半
年
ぐ
ら
い
で
、
一
応
、
そ

ろ
ば
ん
を
こ
な
せ
る
よ
う
に

す
る
。

「
計
算
す
る
と
い
う
行
為

と
目
で
見
る
運
動
な
ど
、
複

数
の
機
能
を
使
う
の
で
、
記

憶
力
、
集
中
力
な
ど
を
養
え

る
。級
や
段
を
取
れ
た
子
は
、

他
の
勉
強
も
良
く
な
っ
て
い

ま
す
」
大
塚
会
長
は
、
そ
ろ

ば
ん
の
効
用
を
こ
う
話
し
た
。

○乗車料金　１回の乗車につき100円
（未就学児は無料）
※料金は、乗車の際に運賃箱に入れて
ください。

○運行時間　午前８時30分～午後５時５分
（下記時刻表参照）
○乗車定員　10人（満員の場合は乗車を
お断りすることがあります）

� 利 用 方 法　�

１月22日（月）からコミュニティバスに
「座間・新田宿・四ツ谷コース」と「入谷
コース」が、新路線として加わります。既
に試行運行を実施している「さがみ野コー
ス」「相模が丘コース」「小松原・ひばりが
丘コース」「東原・ひばりが丘南コース」
の４路線に、今回の２路線を追加すること
によって、市内全地区と市役所がコミュニ
ティバスでつながります。市役所や市内の
公共施設にお出掛けになるときは、さらに
便利になったコミュニティバスを、ぜひご
利用ください。
なお、今回の新路線運行開始に伴い、�

自治総合センターから宝くじ助成金を受け
てバスを購入しました。青と白の車体が目
印です。リフト付きなので、車いすの方も
安心してご利用いただけます。
担当 政策課

�046（252）8289 �046（255）3550



▽とき＝１月24日（水）、29日（月）午後１時15分～
２時15分受け付け（時間厳守）▽ところ＝市民健康セ
ンター▽対象＝平成18年10月生まれ（対象者には個人
通知をします）

▽とき＝２月７日（水）午前９時30分～９時45分受け
付け▽ところ＝市民健康センター▽内容＝むし歯予防
について▽対象＝１歳～１歳１カ月児（第１子に限る）
▽定員＝先着30人▽持ち物＝母子健康手帳、歯ブラシ、
コップ▽申込方法＝電話予約

▽とき＝１月30日（火）午前10時
～11時30分▽ところ＝市民健康セ
ンター▽内容＝離乳食のすすめ方、
子どもの発達について▽対象＝７
カ月～８カ月児とその保護者▽持
ち物＝母子健康手帳、マグカップ、
フォーク▽申込方法＝電話予約

▽とき＝２月２日（金）午前９時～正午▽ところ＝市
民健康センター▽内容＝乳幼児期の運動発達面での心
配についての理学療法士による相談▽対象＝４カ月～
１歳６カ月児▽申込方法＝電話予約

▽とき＝２月２日（金）午前９時30分～10時30分受け
付け▽ところ＝市公民館▽内容＝身体測定と食事・発
育状態・しつけなどの相談▽持ち物＝母子健康手帳▽
申込方法＝直接会場へ
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保 予 保健医療課 

予救急診療　　※電話をかける場合は番号をお確かめの上、お間違えのないように！

受付時間 
◆休日（日曜日・祝日）昼間 
診療科目 電話番号 診療場所 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
歯　科 

耳鼻咽喉科 
外科・婦人科・眼科 

相模原南メディカルセンター（相模原市相模大野） 
消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

午前９時～11時45分、午後２時～４時45分 

午前９時～11時45分、午後２時～４時30分 
午前９時～11時30分、午後１時30分～４時30分 
午前９時～正午、午後２時～５時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５２）８２１７ 
�０４２（７５６）９０００ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆夜　間 
診療科目 電話番号 診療場所 受付時間 

受付時間 

小児科（外科系を除く） 
内　科 
外　科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

休日急患センター 
（市民健康センター１階） 

月曜～金曜日　　：午後７時～９時45分 
土曜・日曜日、祝日：午後６時～９時45分 

午後６時～10時（診療時間） 

�０４６（２５５）９９３３ 
�０４６（２５２）９０９０ 
�０４６（２５１）０１１９ 

◆深　夜 
診療科目 電話番号 診療場所 診療時間 

小児科（外科系を除く） 

内科・外科 消防テレホンサービス（左記）でご確認ください。 

小児救急情報センター（左記）でご確認くだ 
さい。 午後10時～翌朝午前７時（重病の場合は午前８時） 

午後10時～翌朝午前８時 

�０４６（２５５）９９３３ 

�０４６（２５１）０１１９ 
※聴覚障害者専用問い合わせ先 �０４６（２５１）５２６３ 

予BCG接種
▽とき＝２月５日（月）午前９時30分～10時30分受け
付け▽ところ＝ひばりが丘南児童館▽内容＝身体測
定、尿検査、血圧測定、体脂肪測定と相談▽持ち物＝
健康手帳▽申込方法＝直接会場へ※１カ月以内に禁煙
を始めたい方は、禁煙相談も併せて実施しています
（希望者は要電話予約）。

▽ところ＝市役所１階保健医療課▽内容＝食事療法や
健康全般についての栄養士・保健師による相談▽持ち
物＝健康手帳（お持ちでない方には当日発行）▽申込
方法＝電話予約

▽とき＝１月24日（水）午前10時～
正午、午後１時～３時30分受け付け
▽ところ＝小田急線座間駅前ロータ
リー▽主催＝市食品衛生協会

８月30日座間キャンプ、31日東芝機械㈱相模工場、
９月８日座間駅前（市食生活改善推進団体ひまわり会
主催）、29日日産自動車㈱座間事業所、10月５日相武
台前駅前（市交通安全協会主催）、11月５日健康まつ
り会場（座間ライオンズクラブ主催）９日日産サービ
スセンター労組で合計510人にご協力いただきました。

○
本
場
よ
り
も
お
い
し
い

“
キ
ム
チ
”
づ
く
り

▽
と
き
＝
一
月
二
十
四
日（
水
）

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
〇
時

三
十
分
▽
と
こ
ろ
＝
市
民
健
康

セ
ン
タ
ー
▽
定
員
＝
先
着
二
十

五
人
▽
参
加
費
＝
二
千
円
▽
申

込
方
法
＝
一
月
二
十
日
（
土
）

ま
で
に
電
話
で
マ
シ
イ
ッ
ソ
会

�
０
４
６（
２
５
３
）９
２
２
６

（
大
木
）
へ

○
愛
好
者
交
流
将
棋
大
会

▽
と
き
＝
一
月
二
十
八
日（
日
）

午
前
十
時
〜
▽
と
こ
ろ
＝
市
公

民
館
▽
内
容
＝
会
員
、
一
般
を

交
え
て
の
五
対
局
戦
（
駒
落
ち

戦
あ
り
。
上
位
入
賞
者
に
賞
品

贈
呈
）
▽
参
加
費
＝
二
百
円

（
中
学
生
以
下
は
無
料
）
▽
申

込
方
法
＝
当
日
直
接
会
場
へ
▽

問
い
合
わ
せ
先
＝
�
０
４
６

（
２
５
３
）８
０
７
４
（
江
口
）

○
第
１０
回
ひ
ま
わ
り
フ
ォ
ト

写
真
展

▽
と
き
＝
一
月
二
十
三
日（
火
）

〜
二
十
八
日
（
日
）
午
前
十
時

〜
午
後
六
時
（
初
日
は
午
後
一

時
か
ら
、
最
終
日
は
午
後
四
時

ま
で
）
▽
と
こ
ろ
＝
ハ
ー
モ
ニ

ー
ホ
ー
ル
座
間
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽

入
場
＝
無
料
▽
問
い
合
わ
せ

先
＝
�
０
４
６（
２
５
２
）１
２

０
９
（
尾
崎
）

○
神
奈
川
県
の
最
低
賃
金

▽
最
低
賃
金
・
時
間
額
＝
七
百

十
七
円
▽
効
力
発
生
日
＝
平
成

十
八
年
十
月
一
日
▽
適
用
労
働

者
＝
常
勤
、
臨
時
、
パ
ー
ト
、

ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
▽
そ
の
他
＝

特
定
の
産
業
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
る
産
業
別
最
低
賃
金
が
、

業
種
ご
と
に
設
定
（
効
力
発
生

日
＝
平
成
十
八
年
十
二
月
二
十

日
）
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
神
奈

川
労
働
局
賃
金
課
�
０
４
５

（
２
１
１
）７
３
５
４
、
厚
木
労

働
基
準
監
督
署
�
０
４
６（
２

２
８
）１
３
３
１

○
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
第
５７
団

入
団
説
明
会

▽
と
き
＝
一
月
二
十
一
日（
日
）

午
前
十
時
〜
、
二
月
三
日
（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
▽
と
こ

ろ
＝
北
地
区
文
化
セ
ン
タ
ー
▽

内
容
＝
入
団
説
明
と
体
験
入
団

▽
対
象
＝
相
武
台
東
・
相
模

野
・
相
模
が
丘
小
学
校
区
の
幼

稚
園
年
長
以
上
の
女
子
▽
申
込

方
法
＝
当
日
直
接
会
場
へ
▽
問

い
合
わ
せ
先
＝
�
０
４
６（
２

５
４
）２
８
２
０
（
木
村
）

○
国
際
親
善
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大

会
▽
と
き
＝
二
月
三
日
（
土
）
午

前
九
時
〜
正
午
▽
と
こ
ろ
＝
ス

カ
イ
ア
リ
ー
ナ
座
間
▽
内
容
＝

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
の
交
流
▽

対
象
＝
市
内
在
住
の
市
民
お
よ

び
外
国
人
▽
定
員
＝
百
人
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
室
内

用
運
動
靴
▽
申
込
方
法
＝
一
月

二
十
六
日
（
金
）
午
後
四
時
ま

で
に
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
市
国

際
交
流
協
会
事
務
局
�
�
０
４

６（
２
５
１
）９
０
０
０
へ
（
電

話
の
受
け
付
け
は
月
曜
・
水

曜
・
金
曜
日
の
午
前
九
時
〜
午

後
四
時
）

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
・

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
風
の
子
講
演
会

▽
と
き
＝
一
月
二
十
七
日（
土
）

午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時
三
十

分
▽
と
こ
ろ
＝
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

ー
ル
座
間
二
階
大
会
議
室
▽
内

容
＝
多
様
な
子
ど
も
の
理
解
と

か
か
わ
り
▽
定
員
＝
先
着
五
十

人
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
保
育
＝

あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
、
お

や
つ
代
百
円
）
▽
申
込
方
法
＝

電
話
で
ワ
ー
カ
ー
ズ
・
コ
レ
ク

テ
ィ
ブ
風
の
子
�
０
８
０（
６

８
０
０
）４
１
４
０
へ

み
ん
な
の 

広
場 

保１歳児歯っぴいバースデー（むし歯予防）教室

保もぐもぐ教室

保発達相談

保育児相談

保健康相談

保個別健康相談

予街頭献血

予献血へのご協力ありがとうございます

○と　き　２月９日（金）
午前10時～午後２時

○ところ　市民健康セン
ター

○内　容　高脂血症、糖
尿病、高血圧、肥満な
ど生活習慣病予防の食
事作りを学ぶ（10月、
11月に実施したものと同じ内容です）

○対　象　40歳以上
○定　員　30人（先着順）
○参加費　200円（材料代）
○持ち物　エプロン、三角きん、ふきん２枚、筆
記用具、健康手帳（お持ちでない方には当日発
行します）

○申込方法　２月２日（金）までに電話で担当へ
担当 保健医療課

�046（252）7225 �046（252）7043

市が事業委託する相
談支援事業所「アガペ
サポートセンター」に
よる障害福祉サービス
や地域生活に関する相
談を、次の日程で実施
します。

担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

○と　き　１月27日（土）午前10時～11時30分（午
前９時30分開場）

○ところ　スカイアリーナ座間（市民体育館）２階
武道室

○内　容　肩こりの解消法と予防
のための実技講座（この講座は、
医療行為・指導を行うものでは
ありません）

○対　象　18歳以上
○定　員　50人（先着順）
○受講料　500円
○持ち物　動きやすい服装、タオル、バスタオル
○申込方法　１月26日（金）までに受講料を添えて
直接担当へ（現金の取り扱いは午後５時まで。電
話予約の場合は１週間以内に担当で手続きを）

担当 市民体育館
�046（255）0077 �046（255）1188

おいしい 
　　  ヘルシークッキング 
おいしい 
　　  ヘルシークッキング 
おいしい 
　　  ヘルシークッキング 

肩こり予防講座障害福祉サービスや 
地域生活に関する相談 
障害福祉サービスや 
地域生活に関する相談 

１月19日（金） 

１月23日（火） 

１月26日（金） 

１月30日（火） 

午後１時 
　　～５時 

市役所４階第１会議室 

市役所３階第１会議室 

と　き ところ 
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近
年
、
犯
罪
の
凶
悪
化
・
巧

妙
化
・
低
年
齢
化
の
ほ
か
、
全

国
的
な
治
安
の
悪
化
が
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
安
全

で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
、
定
期
的
に
警
察
な
ど

と
連
携
し
て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
に
は
、
青
色
回
転
灯
を
装
備

し
た
公
用
車
が
七
台
配
備
さ
れ

て
い
る
ほ
か
、
全
公
用
車
に
「
防

犯
」
と
書
い
た
ス
テ
ッ
カ
ー
を

張
り
付
け
、
日
ご
ろ
市
の
職
員

が
さ
ま
ざ
ま
な
業
務
で
市
内
を

公
用
車
で
走
行
す
る
と
き
に
は
、

同
時
に
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
も
実

施
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
防
犯
活
動
は
、
警

察
や
行
政
の
力
だ
け
で
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
必
要

に
な
る
の
が
市
民
の
皆
さ
ん
の

力
で
す
。「
自
分
の
こ
と
は
自
分

で
守
る
。
自
分
た
ち
の
街
は
自

分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
防
犯

意
識
を
持
ち
、
行
政
・
警
察
・

市
民
が
一
体
と
な
っ
て
防
犯
活

動
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
社
会
を
築
く
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
こ
の
こ
と
に
ご
理
解
を

い
た
だ
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
で
き
る
防

犯
活
動
と
し
て
、
だ
れ
も
が
気

軽
に
参
加
で
き
て
、
最
も
効
果

的
な
の
が
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
で

す
。
す
で
に
市
内
で
は
、
自
治

会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
の
八
十
団
体
以
上
に
よ
っ

て
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
が
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
活

動
の
広
が
り
と
と
も
に
、近
年
、

市
内
の
犯
罪
発
生
件
数
が
減
少

し
て
い
ま
す
（
下
表
参
照
）
。

こ
の
結
果
が
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

の
成
果
で
あ
る
と
は
言
い
切
れ

ま
せ
ん
が
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

実
施
地
域
の
多
く
の
方
が
、

「
近
辺
で
犯
罪
が
減
っ
た
」「
不

審
者
や
不
審
車
両
を
見
か
け
な

く
な
っ
た
」
な
ど
の
効
果
を
実

感
し
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
活
動
内

容
は
決
し
て
難
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
犯
罪

者
を
捕
ま
え
る
こ
と
が
目
的
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
泥
棒
が
犯
行

を
あ
き
ら
め
る
理
由
と
し
て
一

番
に
挙
げ
る
の
が
「
近
所
の
人

に
見
ら
れ
た
」「
声
を
掛
け
ら

れ
た
」
こ
と
だ
と
言
い
ま
す
。

基
本
的
に
は
、
地
域
を
通
る
人

や
車
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
い

る
姿
を
見
せ
た
り
、
あ
い
さ
つ

を
し
た
り
す
る
だ
け
で
い
い
の

で
す
。

ま
た
、
泥
棒
に
限
ら
ず
犯
罪

は
、
住
民
同
士
の
つ
な
が
り
が

希
薄
な
地
域
が
狙
わ
れ
ま
す
。

出
会
う
人
と
あ
い
さ
つ
を
交
わ

す
こ
と
や
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
し

て
共
に
行
動
す
る
こ
と
は
、
地

域
の
連
帯
感
を
育

は
ぐ
く

む
こ
と
に
つ

な
が
り
、
皆
さ
ん
が
住
む
地
域

を
犯
罪
者
に
犯
罪
を
起
こ
し
に

く
い
街
だ
と
感
じ
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

市内で多くの団体が防犯パトロールを実施して
いるとはいっても、その活動状況は千差万別です。
毎日のようにパトロールを実施している団体もあ
れば、年に数回だけという団体もあります。「パト
ロール隊を結成はしたが活動がうまくいかなくて
…」という団体が少なくはないようです。
市内で活発に防犯パトロールを実施している団体
の一つに「皆原南第２自治会（会員数＝201世帯）」
があります。防犯パトロール隊の立ち上げ時から現
在の運営まで、中心となって活躍する「防犯パトロ
ール世話人会」の綾部亘さん、星信男さん、横内正
毅さん、矢吹春雄さんと、同自治会会長の一杉光政
さん、同監事の関沢公雄さんに、活動の経緯や状況
などについて聞きました。ぜひ、皆さんの防犯パト
ロール活動の参考にしてください。

こ
れ
か
ら
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
を
結
成
し
よ
う
と
す
る
場
合

は
、
次
の
よ
う
に
準
備
を
進
め

ま
し
ょ
う
。

①
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
の
募
集

隣
近
所
や
自
治
会
な
ど
に
参

加
者
を
募
り
ま
し
ょ
う
。

②
リ
ー
ダ
ー
の
決
定

リ
ー
ダ
ー
が
い
な
く
て
は
効

果
的
な
活
動
は
で
き
ま
せ
ん
。

③
パ
ト
ロ
ー
ル
内
容
の
決
定

パ
ト
ロ
ー
ル
の
目
的
に
あ
っ

た
時
間
や
場
所
、
実
施
方
法
、

人
数
な
ど
を
決
め
ま
し
ょ
う
。

④
警
察
や
行
政
と
の
連
携

警
察
や
県
や
市
に
活
動
の
助

言
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

※
新
た
に
パ
ト
ロ
ー
ル
を
開
始

し
よ
う
と
い
う
団
体
は
、
活
動

費
用
の
援
助
が
受
け
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

⑤
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始
の
広
報

地
域
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
一

層
求
め
る
た
め
に
パ
ト
ロ
ー
ル

の
開
始
を
回
覧
板
な
ど
で
知
ら

せ
ま
し
ょ
う
。

犯
罪
を
防
ぐ
た
め
に
は
、
行
政
・
警
察
・
市
民
が
一
体
と
な
っ

て
防
犯
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
こ
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
で
き
る
防
犯
活
動
の
一
つ
「
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
の
活
動
を
市

内
全
地
域
に
広
げ
る
こ
と
で
、
犯
罪
者
を
寄
せ
付
け
な
い
安
全
で

安
心
な
「
座
間
市
」
を
共
に
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
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市自治会連絡協議会では、市内一斉防犯
パトロールを下記のとおり実施します。ぜ
ひ皆さんご参加ください。
○と　き　１月28日（日）午後３時～５時
（雨天中止）
○ところ　市内全域
問い合わせ先 市自治会連絡協議会事務局

��046（252）8751

凶悪犯（殺人・強盗・放火など） 

粗暴犯（傷害・暴行・恐喝など） 

窃盗犯（空き巣・車上狙いなど） 

風俗犯（わいせつ・賭博） 

犯罪の種類 
平成 
15年 

平成 
16年 

平成 
17年 

16 

117 

2358 

29

11 

93 

2300 

13

7 

55 

1717 

8

（件）市内の主な刑法犯罪の発生件数 

写真右から関沢さん、綾部さん、一杉さん、
矢吹さん、横内さん

市内一斉防犯パトロール 地
域
の
力
で
犯
罪
を
防
ご
う
！

地
域
の
力
で
犯
罪
を
防
ご
う
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く
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行
政
・
警
察
・
市
民
が 

一
体
と
な
っ
た
防
犯
活
動
を 

80
団
体
が 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
中 

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
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活
動
内
容
は 

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

　
　
　
　
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

Q 防犯パトロール開始のきっかけは？
A わたしたちの自治会の区域は、広く雑木林に
隣接するため、死角となる場所や街灯の光が届か
ない場所が数多く存在します。また、夜間は人通
りが少なくなることから、以前は痴漢やひったく
りといった犯罪が多発していました。
そこで星さんと綾部さんで「パトロールをして

はどうか？」と話し合ったことをきっかけにパト
ロール世話人会を立ち上げ、自治会長や自治会員
の皆さんの協力の下、平成16年11月から活動が始
まりました。

Q 現在の活動状況は
A 最初は毎晩パトロールをしていましたが、長続
きさせるためには、参加者にあまり負担が掛からな
いようにしなければなりません。現在は、参加者を
担当曜日ごとに７組に分け、各組が毎月２回ずつ、
合計14日間パトロールを実施しています。
パトロールは、５人前後で約１時間掛けて地域

内を巡回し、拍子木を使って“カチッ、カチッ”
と音を響かせることや、出会った人に必ずあいさ
つをすることで「同地域では活発に防犯パトロー
ルが実施されている」と、皆さんに知らせること
を一番の目的にしています。
また、パトロール日誌を付けることを欠かさな

いようにしています。隊員同士の連絡・連携に役
立つほか、パトロールのやり方を改善する資料と
してや、地域の変化の記録としても、とても役立
っています。

Q 活動の効果は
A 自治会地域内でたびたび発生していた犯罪が、
特にパトロールを実施している夜間には無くなっ
たようです。７月には、その成果が認められ、県
警察本部長から「防犯功労賞」という賞を頂くこ
ともできました。
また、パトロール参加者から「最近は出会った

人の方から先にあいさつをされることが多くなっ
た」「パトロールが地域住民同士のコミュニケーシ
ョンの場となっていて楽しい」といったうれしい
話を聞きました。パトロールによって、地域の結
束が強まっていることを実感しています。

Q 活発にパトロール活動を実施する秘訣は
A 自治会内で定期的にパトロール活動に関する
アンケートを実施していますが、約９割の方がパ
トロールの継続を希望するとの回答を頂きました。
24時間地域を守ることができるのは、地域住民し

かいないのですから「自分たちのまちを自分たちで
守ろう」という意識を持つことがもちろん大切です。
しかし、継続させるためには、無理をしないで、で
きる範囲で活動することが大切です。また、座間警
察署との連携も欠かせません。そして何よりもパト
ロールをみんなでわいわいと楽しんでやれるように
することが一番大切ではないかと思います。

防犯功労賞を受賞！～皆原南第２自治会の事例～ 
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市内の催しや行政情報などは、『ホームページ』http://www.city.zama.kanagawa.jp/ でも案内しています。 

お 役 立 ち 情 報 満 載 ！ 

障害者の運動不足の解消や交流を
深める機会です。
○と　き　１月24日（水）午後１時
～３時

○ところ　スカイアリーナ座間（市
民体育館）

○申込方法　直接・電話・ファクス
で担当へ

※傷害保険に加入していますが、免
責事項や保険の支払額を超える場合
は、自己負担になります。また、送
迎や身体介護はしません。
担当 障害福祉課
�046（252）7132 �046（252）7043

○と　き　１月27日（土）～２月11
日（日）午前９時30分～午後４時
30分

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）１階常設展示室
○内　容　市内の指定重要文化財を
写真などで紹介する

○入　場　自由
担当 生涯学習推進課
�046（252）8476 �046（252）4311

○と　き　２月10日（土）午前９時
30分～正午（荒天の場合は中止）

○ところ　県立座間谷戸山公園（パ
ークセンター前に集合）

○内　容　野鳥など自然を観察する
○定　員　25人
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具など
○申込方法　２月９日（金）までに
電話で担当へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8476 �046（252）4311

○と　き　２月17日（土）午後１時
～２時30分

○ところ　ハーモニーホール座間
（市民文化会館）２階中会議室
○内　容　幕末の栗原村（現在の栗
原地区）に設立された郷学校と当
時一流の漢学者日尾敬三郎に関す
る講演

○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○申込方法　２月16日（金）までに
直接・電話で担当へ

担当 生涯学習推進課
�046（252）8476 �046（252）4311

○と　き　２月３日（土）午後１時
30分～４時30分（午後１時15分か
ら受け付け）

○ところ　スカイアリーナ座間（市

民体育館）ミーティングルーム
○内　容　応急手当の重要性を学
び、人工呼吸法、心臓マッサージ、
自動体外式除細動器（AED）の
使用法、大出血時の止血法などを
習得する

○定　員　20人
○持ち物　筆記用具
○申込方法　電話で担当へ
担当 消防管理課
�046（256）2211 �046（256）2215

○と　き　２月３日（土）午後１時
30分～４時

○ところ　サニープレイス座間（総
合福祉センター）多目的ホール

○内　容　ボランティア連絡協議会
の活動紹介、車いすレクダンスの
実演、洋菓子や歌、ピアノ演奏で
もてなすコーヒータイム

○参加費　無料
○申込方法　２月２日（金）までに
直接・電話・ファクスで担当へ

担当 市社協ボランティアセンター
�046（266）2002 �046（266）2009

◆家庭教育講座「幼年会って、知っ
ていますか」

○と　き　２月10日（土）午後１時
15分～２時30分

○内　容　約100年前に子どもたち
が作り上げた幼年会の活動につい
ての講演

○定　員　150人（先着順）
○申込方法　直接・電話・ファクス
で同館へ

◆子育てサロン「ぽっかぽか」
子育て中の親同士が、くつろいで

情報交換や相談をすることができる
サロンを開設します。
○と　き　１月23日（火）午前10時
～正午

○対　象　乳幼児と親
○入　場　自由

◆ひがし映画会
○と　き　１月20日（土）午前10時
30分～11時30分

○内　容　「手ぶくろを買いに」
「マッチ売りの少女」ほか
○入　場　自由（幼児は保護者同伴）
◆季節の料理教室
○と　き　２月１日（木）午前10時
～午後１時30分

○内　容　赤飯と炊きおこわを作る
○定　員　20人（先着順）
○参加費　500円（材料代）
○持ち物　エプロン、三角きん、筆
記用具

○申込方法　１月28日(日)までに直
接･電話･ファクスで同センターへ

◆あすなろ大学公開講座10
○と　き　２月２日（金）午後１時
30分～３時30分

○内　容　「家庭から出るごみのリ
サイクル」「地球温暖化」と題し
た同大学生の研究発表

○定　員　100人（先着順）
○申込方法　当日直接同センターへ
◆歴史講座
○と　き　２月10日～３月３日毎週
土曜日午後２時～３時30分（全４
回）

○テーマ　近代における日本と韓
国・朝鮮

○定　員　30人（先着順）
○参加費　無料
○持ち物　筆記用具
○申込方法　２月６日(火)までに直
接･電話･ファクスで同センターへ

◆おひなさまタペストリーを作ろう
○と　き　２月10日（土）、17日
（土）、18日（日）午前10時～正午
（全３回）
○内　容　針の使い方を学び、ひな
祭りタペストリーを作る

○対　象　市内在住の小学生で全日
程参加できる方

○定　員　10人（多数抽選）
○参加費　300円（材料代）
○持ち物　筆記用具、縫い針２本、
待ち針10本、木綿糸、裁ちばさみ

○申込方法　往復はがき１枚に参加
者一人の氏名、ふりがな、学年、
郵便番号、住所、電話番号を記入
し｢おひなさまタペストリー参加
希望」と明記して、１月30日（火）
までに同センターあて郵送

◆文学講座
○と　き　２月10日～24日毎週土曜
日午後１時30分～３時（全３回）

○内　容　宮沢賢治の作品「なめと
こ山の熊」「銀河鉄道の夜」など
を読み、理解を深める

○対　象　市内在住・在勤・在学者
○定　員　40人（先着順）
○申込方法　１月16日（火）から直
接・電話で同館へ

○募集人数　10人
○応募資格　食品などの買い物をし
ている20歳以上の市内在住者

○内　容　研修会や講座などへの出
席、指定商品の価格調査（年４回）
消費生活に関する意見の提出など

○任　期　４月１日から１年間
○応募方法　所定の応募用紙（担当、
各出張所、市公民館、北・東地区

消費生活モニター募集

文化センター、図書館、各コミュ
ニティセンターで配布）に必要事
項を記入し、１月24日（水）から
２月20日（火）までに本人が市役
所４階商工観光課に持参

担当 商工観光課
�046（252）7604 �046（255）3550

平成18年１月１日～12月31日
（物件事故を含まず）

◆マイクロバス等運転手
（非常勤職員）
○募集人数　１人
○応募資格　61歳以下の大型自動車
一種免許所持者（３月31日現在）

○業務内容　マイクロバスなどの運
転・洗車・保守・点検など

○勤務期間　４月１日～平成20年３
月31日

○勤務日時　曜日に関係なく月13日
間で原則午前８時30分～午後５時
※時間外勤務および宿泊あり。

○賃　金　市規定による
○選考方法　面接（１月31日（水）
実施予定）、書類審査

○応募方法　市販の履歴書（写真添
付）に必要事項を記入し、１月22
日（月）までに本人が担当に持参

担当 管財課
�046（252）7801 �046（255）3550

◇市社会福祉協議会へ
▽４万7,130円、つえ67本＝座間市
商工会▽1,200円＝くらしの友町田
支社相武台斎場10円チャリティー▽
５万円＝相武台商店会連合会▽３万
円＝マザーズクラブ▽タオル373枚、
ハンドタオル55枚＝かながわ女性協
議会コスモスグループ▽7,710円＝
座間市農業委員会16期ＯＢ
◇地域福祉ふれあい基金へ
▽10万1,550円＝�朝日東京プリン
テック座間工場▽１万円＝座間市た
ばこ販売協議会女性部▽５万円＝入
谷・岩宮千恵子
◇交通対策基金へ
▽20万4,164円＝相武台中原自治会
▽17万円＝座間市自動車整備業組合

市内の交通事故件数

18年 

17年 

増減 

829 

874 

－45

2 

0 

＋2

992 

1047 

－55

件数 死者 負傷者 

消防・救急車出動件数

18年 

17年 

増減 

42 

27 

＋15

416 

228 

＋188

393 

399 

－6

4596 

4587 

＋9

12月 １月～12月 12月 １月～12月 

消防車 救急車 

障害者スポーツ教室

座間市の指定重要文化財展

早春探鳥会

郷土講演会「大矢弥市と郷学校
『誠志館』教師　日尾敬三郎」

普通救命講習会

ボランティアのつどい
～つなげよう！ボランティアの輪～

市公民館
�046（255）3131 �046（252）2776

北地区文化センター
�042（747）3361 �042（747）8542

東地区文化センター
�046（253）0781 �046（253）0789

青少年センター
〒228-0023立野台１－１－４
�046（253）8411 �046（259）2163

図書館
�046（255）1211 �046（252）5704
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星
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茉弥佳
ま み か

ちゃん
H18. 6 .29生まれ　女
相模が丘 6 丁目

佐
さ

鳥
とり

美桜
み お

ちゃん
H18. 3 . 3 生まれ　女
相模が丘 3 丁目

高橋
たかはし

伊吹
い ぶ き

ちゃん
H18. 4 . 4 生まれ　女
緑ケ丘 4 丁目

石
いし

井
い

友
ゆ

理
り

奈
な

ちゃん
H18. 6 .15生まれ　女
相模が丘 5 丁目

�
ど

井
い

彩聖
あ や と

ちゃん
H18. 9 .22生まれ　男
相模が丘 2 丁目

加々美
か が み

龍成
りゅうせい

ちゃん
H18. 2 .14生まれ　男
入谷 1 丁目

小
こ

宮
み

山
やま

心剛
し ん ご

ちゃん
H18. 3 .18生まれ　男
相模が丘 1 丁目

本
ほん

田
だ

瀬
せ

里
り

珂
か

ちゃん
H18. 2 .14生まれ　女
さがみ野 1 丁目

○と　き　３月４日
（日）午前７時20分
～７時50分受け付
け・午前８時30分ス
タート（雨天決行）

○集合場所　市役所１
階ロビー

○部　門　▽第１・第
２部＝市内中学校在
校生男子・女子チーム（各中学校単位編成チームで複数参加可）▽
第３部＝市内在住・在勤・在学者チーム（高校生以上）▽第４部＝
市外チーム（高校生以上で先着30チーム）

○距　離　第１・第２部＝３区間8,920メートル▽第３・第４部＝６
区間２万4,490メートル

○申込方法　担当窓口備え付けの申し込み用紙（市ホームページから
ダウンロード可）に必要事項を記入し、２月８日（木）午後５時ま
でに郵送（〒228－8566市教育委員会スポーツ課あて）・持参・フ
ァクスで担当へ

○監督者会議　２月15日（木）午後７時からスカイアリーナ座間（市
民体育館）ミーティングルームにおいて開催

担当 スポーツ課　�046（252）8177 �046（252）4311

児童ホームの待機児童を解消するため、
新たに４月から相模が丘小学校内に児童ホ
ームを開設します。市では、このホームの
保育業務を委託するＮＰＯ法人（特定非営
利活動法人）を下記のとおり募集します。
○応募資格　社会福祉活動の実績のある市
内のＮＰＯ法人

○業務内容　児童ホームの保育業務
○履行期間　４月１日～平成20年３月31日
○履行場所　相模が丘小学校１階（相模が丘３丁目１番１号）
○応募期限　１月31日（水）
○選定方法　募集要項・仕様書に基づく企画提案のプレゼンテーショ
ンの後、選定委員会が選定

※応募方法など詳しくは、担当窓口備え付けの募集要項をご覧くださ
い。
担当 子育て支援課 �046（252）7201 �046（252）7043

○と　き　①２月14日②21日いずれも水曜
日午前10時～正午（全２回）

○ところ　ハーモニーホール座間（市民文
化会館）２階大会議室

○テーマ　①「話す力」「聴く力」を育て
る～親子のより良い人間関係②「伝え合
う力」を育てる～学ぼう！コミュニケー
ション力

○対　象　小・中学生の保護者および子育てに関心のある方
○定　員　50人（先着順）
○受講料　無料
○保　育　あり（原則２歳以上、定員20人。一人１回につき300円）
○主　催　むかし子どもだった大人の会
○申込方法　２月５日（月）までに、直接・電話・ファクスで担当へ
（市ホームページの「電子申請・届け出」からも申し込み可）
担当 生涯学習推進課 �046（252）8472 �046（252）4311

地元農家が生産した新鮮な
野菜や、市の特産品などを販
売する朝市を下記のとおり開
催します。多くの皆さんの来
場をお待ちしています。
※今回は、来場者に豚汁をご
用意しています（先着100人
程度）。
※朝市は、毎月第４日曜日に
開催しています。
○と　き　１月28日（日）午前７時～８時
○ところ　市役所ふれあい広場（市役所とハーモニーホール座間の間）
※雨天の場合は、市役所１階アトリウムで開催します。

○販売物　地場産野菜、農産物加工品、肉、肉加工品、花き、市指定特産
品
※レジ袋などの見直しを通して、ごみの減量化や資源化の意識を高めて
もらおうと、朝市会場では商品を持ち帰るための袋は配布しません。来
場する際は、必ず買い物袋をご持参ください。

担当 農政課 �046（252）7601 �046（255）3550

夫や恋人など、親しい男性からの暴力に悩んでいませんか？これらの暴
力には、身体的暴力をはじめ心理的暴力や経済的暴力など、さまざまなも
のが挙げられます。一人で考え込まずにＤＶ相談員にご相談ください。
○と　き　月曜・水曜・金曜日午前９時～正午、午
後１時～５時

○ところ　市役所３階市民人権課
※費用は無料です。秘密は守られます。
担当 市民人権課

�046（252）8483 �046（255）3550

夫や恋人などからの暴力に悩んでいる方へ 

ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）相談のご利用を 
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